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６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
20

日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
市
長
か
ら
当
面
の
市
政
運
営

に
関
す
る
所
信
説
明
の
後
、
今
冬
の
大
雪

の
影
響
で
多
数
発
生
し
た
道
路
の
穴
に
よ

る
車
両
物
損
事
故
の
対
応
等
20
件
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
改
正
等
専

決
処
分
の
承
認
３
件
、
公
文
書
館
建
設
な

ど
の
工
事
請
負
契
約
、
除
雪
車
の
購
入
、

一
般
会
計
補
正
予
算
等
22
件
の
議
案
が
提

案
さ
れ
、
陳
情
と
共
に
３
つ
の
常
任
委
員

会
と
一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託

し
て
詳
細
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
各
委
員
長
よ

り
審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
た
後
採
決
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
提
案
の
議
案
は
全

て
原
案
可
決
、
議
会
提
案
の
附
帯
決
議
案

と
決
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
、
陳
情
３

件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
共
温
泉
施
設
の
民
間
譲
渡
に
伴
い
、

３
月
末
日
で
解
散
と
な
っ
た
第
三
セ
ク
タ

ー
、
㈱
山
内
観
光
振
興
公
社
と
㈱
増
田
町

物
産
流
通
セ
ン
タ
ー
へ
の
公
費
投
入
に
よ

っ
て
、「
出
資
者
や
市
民
に
対
し
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
市
政
の
最

高
責
任
者
と
し
て
道
義
的
責
任
を
負
う
べ

き
』」と
の
市
長
の
判
断
に
よ
り
、給
与
の

減
額
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
１
月
臨
時
議
会
で
は
、
同
様

の
減
額
議
案
が
否
決
と
な
っ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
賛

成
18
、
反
対
６
（
欠
員
１
、
議
長
除
く
）

で
可
決
し
ま
し
た
。

　
西
部
斎
場
所
属
の
霊れ

い
き
ゅ
う
し
ゃ

柩
車
が
、
交
通
事

故
に
よ
り
３
月
以
降
使
用
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
市
は
「
新
た
に
購
入
し
な

い
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、
老
朽
化
の
著

し
い
西
部
斎
場
の
今
後
の
整
備
方
針
に
つ

い
て
明
確
に
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
厚

生
常
任
委
員
全
員
か
ら
早
急
な
対
応
を
求

め
る
附
帯
決
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
お
け
る
工
事

請
負
契
約
の
審
査
中
、
議
会
の
議
決
が
必

要
な
建
築
本
体
工
事
に
付
帯
し
て
行
わ
れ

る
別
発
注
の
電
気
・
機
械
設
備
工
事
が
、

既
に
契
約
済
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
工
事
予
算
は
成
立
し
て
い

る
も
の
の
、
あ
た
か
も
議
決
を
経
た
前
提

で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
う
し
た
事
務
手
続

き
は
、
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
の
妥
当
性

を
判
断
す
る
議
会
の
権
利
が
著
し
く
侵
害

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早
急
な

改
善
を
求
め
る
べ
く
産
業
建
設
常
任
委
員

全
員
か
ら
決
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。　（
奥
山
　
豊
和
）

３ ２

６
月
定
例
議
会
の
あ
ら
ま
し

賛否が分かれた議案と審議結果
● この他の議案は全員賛成により可決されました。
○：賛成　●：反対　※齋藤光司議長は採決に加わりません。

６月定例議会の概要 ６月定例議会の概要

案
　
件
　
名

会
派
・
議
員
名

市
長
の
給
与
を
減
額
す
る
条
例
改
正

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
（
株
式
会

社
増
田
町
物
産
流
通
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
貸
付
金
）

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
陳
情

市
道
「
狙
半
内
線
」
の
道
路
舗
装

に
つ
い
て
の
陳
情

議　決　結　果 原案
可決

原案
可決 不採択 採　択

表決数
賛　成 18 19 6 23

反　対 6 5 18 1

新風の会

青山　　豊 ○ ● ○ ○
加藤　勝義 ○ ○ ● ○
奥山　豊和 ● ● ● ○
佐藤　誠洋 ● ● ● ○
髙𣘺　聖悟 ○ ● ○ ○
木村　清貴 ● ● ○ ○

市民の会

山形　健二 ● ○ ● ○
大日向香輝 ○ ○ ● ○
菅原亀代嗣 ○ ○ ● ●
菅原　正志 ○ ○ ● ○
齋藤　光司 － － － －
菅原　惠悦 ○ ○ ● ○

さきがけ

寿松木　孝 ○ ○ ● ○
播磨　博一 ○ ○ ● ○
塩田　　勉 ○ ○ ● ○
佐々木喜一 ○ ○ ● ○

新 政 会

遠藤　忠裕 ○ ○ ● ○
小野　正伸 ○ ○ ● ○
佐藤　清春 ○ ○ ● ○
佐藤　忠久 ○ ○ ● ○

日 本
共 産 党

鈴木　勝雄 ● ○ ○ ○
立身万千子 ● ○ ○ ○

公 明 党 土田百合子 ○ ○ ● ○
み ら い 髙橋　和樹 ○ ○ ○ ○
新 緑 会 本間　利博 ○ ○ ● ○

市
長
の
給
与「
10
分
の
１
、３
か
月
分
」減
額

西
部
斎
場
の
整
備
方
針
を
早
急
に
示
せ

工
事
請
負
契
約
に
関
連
す
る

事
務
手
続
き
は
議
会
軽
視
だ

採 択

継続審査

●陳情の審査結果●
陳情７件が審査され、次のような結果になりました。（敬称略）

○市道「狙半内線」の道路舗装について
（狙半内自治会　会長　奥山良治　他６名）

○地方財政の充実・強化を求めることについて
（連合秋田横手湯沢地域協議会　議長 齊藤　斉）

○教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合２分の１復元をは
かるための、2019年度政府予算に係る意見書採択について
（秋田県教職員組合　執行委員長　櫻田憂子　他１名）

○テレビ共同受信施設の大規模改修工事に係る工事費用の負
担軽減について

（小栗山テレビ共同受信施設組合　組合長　髙橋正巳　他４名）
○横手市の公文書館について

（横手郷土史研究会　会長　高橋　務）
○山内スキー場継続維持について
（横手市スポーツ少年団　山内支部長　土谷久男　他７名）

不 採 択
○核兵器禁止条約に署名・批准を求めることについて

（秋田県原爆被害者団体協議会　会長　照井喜代治）

　西部斎場は雄物川、大森、大雄地区の火葬施設として昭和43
年11月から利用されてきた施設である。また、霊柩車の運行に
ついては昭和40年代当時、西部地区に霊柩車を運行できる葬祭
業者がいなかったことから、直営での運行を行ってきた経緯があ
る。
　今般、西部斎場の霊柩車が交通事故により運行ができなくなっ
たことから、直営による霊柩車の運行業務を廃止する方針を市で
は示している。東部斎場、南部斎場では霊柩車の運行業務を行っ
ていないため、他地区との公平性や民間葬祭業者とサービスが競
合しているという実情もあるため、その判断はやむを得ないもの
と考えるが、現在の西部斎場は平成元年に供用が開始され30年
が経過しており、施設の老朽化に加え狭小な駐車場など、他の斎
場に比べ著しく利用者に不便を強いている状況であり、霊柩車
運行は他の斎場との施設面の差を補う側面も否定できないもので
あった。
　西部斎場は市の財産経営推進計画いわゆるＦＭ計画では「長寿」
に分類されているが、霊柩車運行を止めるのであれば、施設の更
新を含めた抜本的な対策を合わせて早急に示すべきである。
　加えて、斎場の人員体制として、非常勤職員２人で行っている
体制にも十分なのかという懸念がある。非常勤職員は火葬業務の
ほか、施設の除雪や機器の維持管理、霊柩車の運行業務を日々２
人でこなさなければならないという、非常に過酷な労働状況に置
かれている。火葬というご遺族に対してデリケートな業務を行う
体制としては、疑問に感じざるを得ない。
　以上のことから、議案第79号「損害賠償の額を定めること及
びこれに伴う和解に関することについて」の可決にあたり、以下
の事項について速やかな対応を強く求める。
　１．西部斎場の施設整備の方針を早急に示すこと。
　２．斎場業務に従事する非常勤職員の労働状況を調査し、負担

軽減のために必要な対策を行うこと。
　　以上、決議する。

平成 30年６月 20日　　　横 手 市 議 会　

議案第79号「損害賠償の額を定めること及びこれに伴う
和解に関することについて」に対する附帯決議

　６月定例会において産業建設常任委員会に付託された「議案第
66号　工事請負契約の締結について」の審議において、当該工
事から分離発注された付帯工事が既に契約済みであることが明ら
かになった。
　これは、議案となったよこて農業創生大学事業　地域価値創造
拠点（狐塚エリア）整備工事（建築工事）の工事請負契約締結の
議決を待たずに、付帯工事である機械設備と電気設備の工事請負
契約が締結されていたものである。このことは、建築工事議案の
可決を前提に付帯工事が発注されていたことに他ならず、仮に議
会において建築工事議案が否決された場合、付帯工事の施工が不
可能となり、請負者は大きな損害を被る事態も想定される。
　当然ながら議会としてはこのことを思量する必要に迫られ、結
果として議会が契約を締結することの妥当性を決定する議決権が
侵害されるものと判断する。
　工事請負契約締結の可決を前提に付帯工事の契約を議決前に締
結することは、まさに議会軽視の行為であり議会として容認でき
るものではない。
　以上の理由から、市当局に対し係る事態を改善し適正かつ公平
な契約手続きのしくみを構築するよう求めるものである。
　以上、決議する。

平成 30年６月 20日　　　横 手 市 議 会　

議会の議決に付すべき工事請負契約に関連する契約に
ついて、適正な措置を求める決議

可決可決
市
長
給
与
の
減
額

〜
公
共
温
泉
施
設
民
間
譲
渡
に
関
す
る「
道
義
的
責
任
」〜

市
長
提
案
の
全
議
案
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一 般 質 問 一 般 質 問

国
と
県
の
動
向
を
注
視
し
、
負
担
増
を
回
避
す
る

Ａ
先
行
事
例
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
対
応
す
る

Ａ

立

　身

　万
千
子
議
員

Ｑ
国
保
新
制
度
の
下
、
市
民
負
担
の
軽
減
を

Ｑ
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」で
健
康
寿
命
日
本
一
に

●
市
単
独
の
運
営
か
ら
、
県
の
財
政
管

理
に
移
っ
た
国
保
の
仕
組
み
に
つ
い
て

問 

納
付
金
と
は
県
が
市
に
割
り
当
て

て
徴
収
す
る
国
保
税
の
こ
と
か
。

答 

県
が
全
県
の
医
療
費
支
払
い
に
充

て
る
た
め
、
医
療
費
水
準
や
所
得
水
準

を
勘
案
し
、
市
町
村
ご
と
に
納
付
金
を

配
分
す
る
。
同
時
に
県
は
標
準
保
険
料

率
を
参
考
例
と
し
て
市
に
提
示
す
る
。

問 

国
保
運
営
方
針
に
つ
い
て
、
国
保

税
額
の
収
納
不
足
を
補
う
た
め
の
、
市

独
自
の
法
定
外
繰
入
を
し
な
い
の
か
。

答 

市
と
し
て
は
、
県
の
動
向
を
注
視

し
、
県
や
他
市
町
村
と
協
議
し
な
が
ら

国
保
の
安
定
を
図
る
。

問 

保
険
者
努
力
支
援
制
度
と
は
国
が

促
進
す
る
国
保
財
政
に
則
っ
て
、
努
力

の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
市
町
村
に
予
算

を
多
く
し
、
市
町
村
間
を
競
争
さ
せ
る

仕
組
み
で
は
な
い
の
か
。
ど
の
よ
う
な

施
策
を
展
開
す
る
の
か
。

答 

健
康
増
進
や
医
療
費
適
正
化
に
努

め
て
い
る
市
町
村
に
、
国
や
県
が
調
整

交
付
金
を
交
付
す
る
。
市
と
し
て
は
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
加
入
者
の
健
康

増
進
と
財
政
運
営
等
安
定
化
に
努
め
る
。

問 

子
育
て
世
帯
の
国
保
税
を
高
騰
さ

せ
る
要
因
で
あ
る
均
等
割
の
見
直
し
を

全
国
知
事
会
は
国
に
要
請
し
て
い
る
。

多
子
世
帯
の
均
等
割
を
減
免
す
る
施
策

に
つ
い
て
実
行
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

秋
田
県
も
知
事
会
を
通
し
、
国
に

要
望
す
る
意
向
で
あ
る
。
市
で
は
大
多

数
の
多
子
世
帯
が
２
割
・
５
割
の
国
保

税
法
定
減
免
を
適
用
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問 

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
は
、
健

診
等
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
賞
品
と
交

換
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
仕
組
み
。

特
典
が
あ
る
こ
と
で
、
市
民
が
健
康
や

体
調
管
理
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と

な
り
健
康
寿
命
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答 

秋
田
県
で
は
、
県
内
全
市
町
村
へ

の
導
入
拡
大
を
目
指
し
、
今
年
度
、
先

進
地
調
査
や
研
修
会
の
実
施
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
、
先
行
事
例

や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

問 

「
受
動
喫
煙
防
止
対
策
」
を
本
格

的
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

答 

国
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
強
化
の

取
り
組
み
や
県
の
庁
舎
敷
地
内
禁
煙
が

進
む
中
、
市
の
公
共
施
設
で
も
積
極
的

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
民
や
職

員
の
健
康
増
進
に
資
す
る
施
策
を
進
め
、

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
最
重
要
視
点
項

目
と
し
て
取
り
組
む
。

問 

市
税
等
の「
コ
ン
ビ
ニ
納
付
導
入
」

は
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め
る
も
の
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

県
内
の
多
く
の
自
治
体
が
導
入
し

て
い
る
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
費
用
対

効
果
の
両
面
か
ら
引
き
続
き
検
討
す
る
。

問 

道
路
の
穴
ぼ
こ（
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）

は
、
転
倒
や
事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因

に
つ
な
が
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
投

稿
で
き
る
仕
組
み
を
提
案
し
た
い
。
　

答 

先
進
自
治
体
を
参
考
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
て
得
ら
れ
た
情
報

を
一
元
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
、今
年
度
よ
り
試
験
的
に
実
施
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

市
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

国保税の収納相談もできるくらしの
相談窓口（本庁舎１階）

総
合
的
な
調
整
を
し
、
秋
口
ま
で
に
示
し
た
い

Ａ

髙

　橋

　和

　樹
議
員

Ｑ
ホ
ー
ル
機
能
を
備
え
た
文
化
系
施
設
の
計
画
は

●
市
政
運
営
に
つ
い
て

問 

ホ
ー
ル
機
能
を
備
え
た
文
科
系
施

設
の
中
で
も
、
横
手
市
民
会
館
は
建
設

か
ら
50
年
経
過
し
て
い
る
。
同
じ
く
老

朽
化
の
進
行
し
た
十
文
字
文
化
セ
ン
タ

ー
も
含
め
た
将
来
像
を
伺
う
。

答 

秋
口
を
め
ど
に
対
象
施
設
の
設
定

や
複
合
化
、
立
地
の
在
り
方
な
ど
に
つ

い
て
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
ま
と
め
、

よ
り
具
体
的
な
将
来
像
を
描
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問 

当
市
の
今
後
の
人
材
不
足
と
、
職

員
数
の
問
題
、
個
々
の
仕
事
量
の
増
加

な
ど
、
組
織
機
構
改
革
と
人
材
育
成
は

常
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
が
、
将
来
に
向

け
た
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答 

職
員
個
々
人
の
労
働
生
産
性
を
上

げ
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
新
た
な
地

域
課
題
等
を
意
識
し
な
が
ら
、
少
な
い

人
員
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
組
織

体
制
の
再
編
に
恒
常
的
に
取
り
組
む
。

問 

組
織
機
構
改
革
は
進
ん
で
い
る
の

か
。
ま
た
、
早
急
に
着
手
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
各
地
域
局
の
体
制
で
は

な
い
の
か
。

答 

今
後
の
職
員
の
大
量
退
職
や
限
ら

れ
た
財
源
の
更
な
る
有
効
活
用
を
見
据

え
、
今
年
度
、
本
庁
・
地
域
局
の
在
り

方
を
含
め
た
機
構
全
体
の
見
直
し
に
着

手
し
た
。
部
課
所
ご
と
の
業
務
量
を
的

確
に
把
握
し
、
本
庁
各
部
門
の
業
務
執

行
体
制
や
効
果
的
な
連
携
強
化
の
在
り

方
、
地
域
局
組
織
と
業
務
内
容
等
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
所
存
で
あ
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

情
報
公
開
と
公
文
書
管
理
に
つ
い
て

全
体
的
な
配
置
の
中
で
内
容
を
検
討
し
て
い
く

ＡＱ
横
手
公
園
ス
キ
ー
場
の
今
後
に
つ
い
て

問 

平
成
33
年
廃
止
方
針
の
横
手
公
園

ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
、
長
い
歴
史
と
共

に
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
横
手
市
財
産
経
営
推
進
計
画

（
Ｆ
Ｍ
計
画
）
の
ロ
ー
リ
ン
グ
に
ど
の

よ
う
に
反
映
す
る
の
か
伺
う
。

答 

横
手
公
園
ス
キ
ー
場
の
果
た
し
て

き
た
役
割
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｆ
Ｍ
計
画
の
中
で
全
体
的
な
ス
キ
ー
場

の
再
配
置
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
り
、

33
年
度
の
廃
止
を
前
提
に
し
て
い
な
い
。

危
険
性
の
な
い
斜
面
を
利
用
で
き
な
い

か
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

問 

当
初
予
算
15
億
円
に
及
ぶ
雪
対
策

費
は
今
後
の
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
す
と

考
え
る
が
、
将
来
見
通
し
は
。

答 

総
合
的
な
雪
対
策
は
将
来
に
お
い

て
も
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
国
や
県
に

要
請
し
な
が
ら
、
コ
ス
ト
意
識
を
徹
底

し
て
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
防

災
都
市
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

問 

第
２
期
総
合
雪
対
策
基
本
計
画
に

あ
る
、
雪
押
し
場
の
確
保
の
推
進
に
つ

い
て
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

答 

事
務
の
統
一
化
、
協
力
団
体
へ
の

助
成
制
度
の
検
討
、
ご
み
残
留
対
策
と

し
て
シ
ー
ト
の
設
置
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

と
の
情
報
共
有
な
ど
、
改
め
て
現
況
を

集
約
し
て
改
善
策
を
講
じ
て
い
く
。

問 

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
つ
い
て
、
参

加
率
の
集
計
方
法
と
、
開
催
の
趣
旨
を

生
か
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答 

参
加
報
告
の
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
な

ど
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

普
段
の
生
活
に
プ
ラ
ス
し
て
、
健
康
へ

の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

土

　田

　百
合
子
議
員

本

　間

　利

　博
議
員

利用者１万人以上を目指す
健康の駅

建設から50年が経過した
横手市民会館ホール

横手公園スキー場でのスキー
大会の様子（平成３年当時）
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一 般 質 問 一 般 質 問

地
域
活
動
補
助
金
の
活
用
を
推
進
す
る

Ａ
３
年
程
度
を
め
ど
と
し
、
民
間
譲
渡
に
取
り
組
む

Ａ

菅

　原

　正

　志
議
員

Ｑ
身
近
な
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
方
策
は

Ｑ
譲
渡
で
き
な
か
っ
た
公
共
温
泉
の
今
後
は

●
地
域
づ
く
り
の
今
後
に
つ
い
て

問 

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
化
は
全
市
に

お
い
て
進
め
ら
れ
る
の
か
。
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答 

市
内
全
域
で
進
め
る
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
先
進
地
視
察
な
ど
を
企
画
し
、

将
来
あ
る
べ
き
地
域
の
姿
を
導
き
出
す
。

問 

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
事
業
評
価

の
現
状
を
問
う
。

答 

横
手
市
生
涯
学
習
評
価
委
員
に
よ

り
話
し
合
い
が
持
た
れ
て
お
り
、
今
後

Ｐ

※

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
載
せ
る
よ
う
進

め
る
。
現
状
を
把
握
し
地
域
課
題
の
解

決
に
向
か
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
地
域

づ
く
り
活
動
補
助
金
の
活
用
も
推
進
し

て
い
き
た
い
。

　
旧
元
気
の
で
る
地
域
づ
く
り
事
業
費

補
助
金
に
対
し
て
は
、
５
年
を
終
期
と

し
、
年
度
毎
に
補
助
率
が
下
が
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

●「
ス
ポ
ー
ツ
立
市
よ
こ
て
」の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
は
、
実
働
部
隊

と
い
う
よ
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
主
眼

を
お
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
団
体
、
市
民
を

巻
き
こ
ん
だ
形
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
や
そ
の
効
果
が
最
大
限
発

揮
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
　

問 
市
長
の
公
約
で
あ
る
防
災
機
能
を

併
せ
持
つ
多
目
的
体
育
館
に
つ
い
て
の

考
え
を
問
う
。

答 

市
内
大
型
公
共
施
設
の
更
新
や
整

備
に
つ
い
て
、
秋
口
を
め
ど
に
再
配
置

の
方
向
性
を
示
す
べ
く
検
討
中
で
あ
る
。

問 

民
間
譲
渡
が
叶
わ
な
か
っ
た
公
共

温
泉
施
設
も
引
き
続
き
譲
渡
先
を
探
す

と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
方
法
と
時

期
は
。

答 

民
間
譲
渡
が
叶
わ
な
か
っ
た
３
施

設
は
、こ
の
た
び
の
民
間
譲
渡
を
今
後
の

取
り
組
み
に
生
か
し
な
が
ら
、
来
年
度

以
降
３
年
程
度
を
め
ど
と
し
て
、
公
募

も
含
め
て
民
間
譲
渡
に
向
け
取
り
組
む
。

問 

今
後
、
市
直
営
で
運
営
す
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
か
。
あ
く
ま
で
も
民
間

譲
渡
に
向
け
取
り
組
む
の
か
。

答 

市
の
方
針
と
し
て
は
、
３
施
設
と

も
民
間
譲
渡
を
目
指
し
て
進
め
る
。

問 

無
償
譲
渡
し
た
６
施
設
の
運
営
か

ら
２
カ
月
が
経
過
し
た
。
譲
渡
後
、
利

用
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
と

思
う
。
民
間
と
し
て
運
営
を
し
て
い
る

施
設
へ
の
市
の
か
か
わ
り
方
は
。

答 

利
用
者
か
ら
は
、
利
用
料
金
や
運

営
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
数
件

あ
っ
た
。
そ
の
都
度
事
業
者
に
伝
え
、

対
応
の
検
討
を
要
請
し
た
。
今
後
も
民

間
事
業
者
の
「
経
営
」
と
い
う
視
点
も

重
視
し
な
が
ら
、
締
結
し
て
い
る
協
定

を
も
と
に
、
改
善
に
向
け
て
検
討
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
。

問 

譲
渡
し
た
施
設
の
空
調
設
備
回
復

工
事
を
費
用
負
担
し
た
が
、
回
復
工
事

の
進
捗
状
況
は
。

答 

「
雄
川
荘
」「
え
が
お
の
丘
」
は
６

月
末
完
成
予
定
。「
さ
わ
ら
び
」
は
、

完
成
を
９
月
か
ら
10
月
と
見
込
ん
で
お

り
、
今
年
の
夏
は
、
臨
時
的
な
機
器
を

用
意
し
て
対
応
を
す
る
と
の
こ
と
。 スポーツ立市の推進源

スポーツ振興課

心
は
常
に
横
手
に
あ
る
と
い
う
人
を
増
や
し
た
い

Ａ

奥

　山

　豊

　和
議
員

Ｑ
「
関
係
人
口
」創
出
事
業
に
取
り
組
む
目
的
は

問 

観
光
以
上
、
移
住
未
満
。「
関
係

人
口
」
は
、
新
た
な
人
口
の
概
念
だ
。

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
目
的
で
移
住
定

住
促
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

答 

後
悔
の
な
い
幸
せ
な
移
住
と
な
る

よ
う
、
き
め
細
か
い
情
報
提
供
や
相
談

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。引
き
続
き
、

横
手
に
住
む
価
値
を
感
じ
ら
れ
る
移
住

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
た
る
人
材

不
足
が
深
刻
だ
。
地
域
が
必
要
と
す
る

人
材
と
、
我
こ
そ
は
と
い
う
人
材
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

が
担
う
べ
き
だ
。
外
部
の
視
点
が
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た

な
発
見
や
気
付
き
も
生
ま
れ
る
と
思
う
。

答 

地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
思
う
が
、
隊
員
確
保
に
苦
慮
す
る
事

例
も
多
い
と
聞
く
。
短
期
の
体
験
入
隊

な
ど
制
度
の
拡
充
を
注
視
し
た
い
。

問 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
、

ク

※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
的
手
法
の

方
が
、
よ
り
応
援
の
形
が
見
え
る
。
膨

大
な
除
雪
費
や
ま
ん
が
美
術
館
の
運
営

費
、
り
ん
ご
の
雪
害
復
旧
に
充
て
る
な

ど
、
よ
り
関
係
性
を
深
め
ら
れ
る
踏
み

込
ん
だ
取
り
組
み
を
提
案
し
た
い
。

答 

使
い
道
に
つ
い
て
内
部
で
具
体
的

に
検
討
中
。「
関
係
人
口
」
に
繋
が
る

一
つ
の
手
段
と
す
る
の
は
有
効
と
思
う
。

問 

「
よ
こ
て
ｆ
ｕ
ｎ
通
信
」
は
、
読

者
が
横
手
に
「
通
う
、
交
流
す
る
、
拠

点
を
持
つ
」
段
階
ま
で
一
歩
進
め
ら
れ

る
よ
う
な
内
容
に
し
て
い
く
べ
き
だ
。

答 

横
手
を
思
う
気
持
ち
を
さ
ら
に
醸

成
す
る
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
た
い
。

交
付
額
を
高
め
、
県
・
市
の
支
援
対
策
を
検
討
す
る

ＡＱ
既
存
の
園
芸
作
物
作
付
農
家
に
支
援
対
策
を

●
園
芸
作
物
振
興
の
具
体
策
に
つ
い
て

問 

市
で
は
農
業
者
の
所
得
向
上
を
目

指
し
、
収
益
の
高
い
園
芸
作
物
を
拡
大

す
る
た
め
、補
助
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

既
存
の
作
付
農
家
に
対
し
、
一
層
の
補

助
支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

高
収
益
作
物
へ
の
交
付
額
を
高
め

る
よ
う
、
産
地
交
付
金
の
対
象
を
20
品

目
と
し
、
前
年
度
よ
り
高
い
単
価
と
し

た
。
市
単
独
や
県
の
助
成
策
と
し
て
、

園
芸
作
物
の
作
付
に
対
し
各
種
事
業
を

推
進
し
、
全
て
の
農
業
者
の
所
得
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
産
地
交

付
金
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

問 

農
産
物
の
流
通
に
お
い
て
は
、
消

費
者
保
護
の
た
め
の
法
律
規
制
等
が
厳

し
く
、
農
家
の
費
用
負
担
が
増
え
て
き

て
い
る
。
土
壌
分
析
セ
ン
タ
ー
の
具
体

的
な
利
用
促
進
と
農
業
生
産
工
程
管
理

等
の
支
援
策
に
つ
い
て
、市
の
対
策
は
。

答 

販
売
に
つ
い
て
は
安
心
、
安
全
確

保
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
。
今
年
か
ら

協
定
に
基
づ
く
推
進
会
議
の
中
で
戦
略

作
物
の
競
争
力
強
化
、
Ｊ
Ａ
の
取
り
組

み
を
把
握
し
な
が
ら
分
析
セ
ン
タ
ー
活

用
、
園
芸
作
物
等
の
工
程
管
理
等
に
つ

い
て
協
議
、
検
討
す
る
。

問 

横
手
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
公※

１

共
施
設

で
は
な
く
、
公※

２

用
施
設
と
判
断
し
た
根

拠
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

許
可
を
受
け
た
業
者
以
外
が
施
設

を
直
接
利
用
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い

な
い
。
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的

で
利
用
さ
れ
る
公
の
施
設
で
は
な
い
た

め
、
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
第
４
項

に
限
定
さ
れ
た
公
用
財
産
と
判
断
し
た
。

加

　藤

　勝

　義
議
員

鈴

　木

　勝

　雄
議
員

ときめき交流センター「ゆっぷる」

横手に興味や愛着を持つ架け橋とな
っている好評の「よこてfun通信」

農家の負担を軽減する
仕組み作りを

※ＰＤＣＡサイクル…計画、実行、評価、改善の４段階を繰り返すことによって、業務を継続的に改善する手法。
※クラウドファンディング…不特定多数の人が通常インターネット経由で他の人々や組織に財源の提供や協力な

どを行うこと。

※１ 公共施設…学校、道路、公会堂など住民が一般的に利用するもの。
※２ 公用施設…地方公共団体が使用する庁舎等。
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◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

問 

生
活
保
護
受
給
者
の
方
々
は
10
月

か
ら
の
制
度
改
正
を
心
配
し
て
い
る
。

進
め
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

保
護
費
が
上
が
る
方
、
下
が
る
方

が
そ
れ
ぞ
れ
お
り
、
心
配
さ
れ
て
い
る

方
も
多
い
。
現
時
点
で
の
試
算
を
し
、

訪
問
時
に
直
接
説
明
し
て
い
く
。

◆
横
手
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

問 

現
在
、
学
童
保
育
で
は
複
数
の
支

援
員
の
配
置
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

今
後
要
件
を
緩
和
し
、
一
人
の
支
援
員

で
も
可
能
な
よ
う
に
国
へ
要
望
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

緩
和
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県

を
通
じ
て
国
へ
要
望
し
て
い
く
。
　

◆
平
成
30
年
度
横
手
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

問 

国
で
は
５
年
く
ら
い
を
め
ど
に
法

定
外
繰
入
を
無
く
す
よ
う
指
導
し
て
い

る
が
、
財
政
的
に
苦
し
い
状
況
に
な
っ

た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

答 

当
面
は
国
の
多
額
の
公
費
投
入
に

よ
り
、
税
率
も
据
え
置
き
の
ま
ま
運
営

で
き
る
状
況
に
あ
る
が
、
備
え
と
し
て

基
金
積
立
を
し
て
い
る
状
況
だ
。
法
定

外
繰
入
は
、
国
・
県
で
も
今
後
無
く
す

方
向
で
あ
る
。
福
祉
医
療
の
減
額
措
置

も
全
廃
で
は
な
い
が
、
未
就
学
児
童
に

お
い
て
は
廃
止
と
な
り
、
今
後
追
加
措

置
に
向
け
て
知
事
会
や
市
長
会
で
国
へ

要
望
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
　

　
委
員
よ
り
、
賛
成
の
立
場
で
「
国
保

税
の
滞
納
処
分
の
執
行
や
法
定
外
繰
入

に
至
ら
せ
な
い
手
立
て
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
方
法
を
検
討
し
て
市
民
負
担
を
ど
う

回
避
す
る
か
と
い
う
施
策
を
講
じ
て
ほ

し
い
」
と
の
討
論
が
あ
っ
た
。

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
及
び

こ
れ
に
伴
う
和
解
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て問 

今
回
の
事
故
に
よ
り
、
霊
柩
車
の

運
行
業
務
を
取
り
や
め
る
と
い
う
こ
と

を
説
明
す
る
際
、
西
部
斎
場
の
施
設
整

備
・
改
修
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

も
説
明
す
る
と
し
て
い
た
が
、ど
う
か
。

答 

一
般
質
問
で
は
市
全
体
の
公
共
施

設
の
整
備
方
針
を
「
秋
口
ま
で
示
し
た

い
」
と
い
う
答
弁
を
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
早
急
に
方
針

を
決
定
し
説
明
し
た
い
。

問 

斎
場
の
非
常
勤
職
員
の
業
務
に
余

裕
が
あ
れ
ば
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。
業
務
の
改
善
、
勤

務
体
制
の
見
直
し
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答 

勤
務
体
系
が
事
故
に
つ
な
が
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
る
の

は
承
知
し
て
い
る
。
現
在
職
員
２
名
で

対
応
し
て
い
る
が
、
業
務
が
集
中
す
る

日
は
勤
務
が
き
つ
い
状
況
で
あ
る
。
業

務
の
平
準
化
と
い
う
点
に
お
い
て
は
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
本
案
可
決
後
、
委
員
全
員
か
ら
「
西

部
斎
場
の
施
設
整
備
方
針
の
早
急
な
提

示
」
及
び
「
斎
場
業
務
に
あ
た
る
非
常

勤
職
員
の
労
働
条
件
調
査
と
負
担
軽
減
」

の
２
項
目
を
求
め
る
附
帯
決
議
（
案
）

が
提
出
さ
れ
た
。

　
附
帯
決
議
（
案
）
に
つ
い
て
起
立
採

決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
附
帯
決

議
を
付
す
こ
と
に
決
定
し
た
。

（
髙
橋
　
和
樹
）

◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

問 「
実
需
と
固
く
結
び
つ
く
米
産
地

応
援
事
業
」
の
対
象
と
な
る
も
の
は

何
か
。

答 

例
と
し
て
、
食
味
収
量
測
定
機

能
付
き
コ
ン
バ
イ
ン
、
高
密
度
苗
対

応
型
田
植
機
、
品
質
向
上
の
た
め
の

石
抜
機
、
乾
燥
機
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
「
よ
こ
て

農
業
創
生
大
学
事
業
　
地
域
価
値
創

造
拠
点
整
備
工
事
（
建
築
工
事
）」

問 

本
体
の
建
築
工
事
は
議
決
が
必

要
で
あ
る
の
に
、
付
帯
す
る
電
気
設

備
工
事
や
機
械
設
備
工
事
の
契
約
が
議

決
前
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
ろ
し

く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

諸
準
備
や
工
期
の
関
係
が
あ
り
、

早
目
に
契
約
を
行
っ
た
が
、
指
摘
を
受

け
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
な
と
感
じ

た
。

◆
財
産
の
取
得
（
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
、

除
雪
ド
ー
ザ
）

問 

メ
ー
カ
ー
か
ら
直
接
購
入
す
る
方

が
安
価
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
、
か
つ
緊
急
対
応
が
可
能
な
業
者
を

指
名
し
て
い
る
。
特
定
の
メ
ー
カ
ー
で

は
な
く
、
仕
様
書
に
合
致
し
た
機
械
を

導
入
で
き
る
業
者
が
応
札
し
て
い
る
。

◆
権
利
の
放
棄
（
増
田
町
物
産
流
通
セ

ン
タ
ー
に
対
す
る
貸
付
金
）

問 

な
ぜ
、
市
が
債
権
を
放
棄
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答 

増
田
町
物
産
流
通
セ
ン
タ
ー
も
経

営
改
善
に
向
け
て
努
力
は
行
っ
て
き
た
。

温
泉
の
民
間
譲
渡
に
際
し
て
は
公
募
に

参
加
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
た
が
、

財
務
状
況
か
ら
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
会
社
経
営
は
今
後
困
難
と
の
判

断
か
ら
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
、
貸
付

金
の
回
収
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。

問 

市
は
最
大
出
資
者
で
あ
り
筆
頭
株

主
で
あ
る
。
経
営
責
任
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
取
る
こ

と
な
く
、
一
斉
公
募
に
よ
る
温
泉
譲
渡

を
進
め
た
結
果
、
多
額
の
公
費
を
失
う

こ
と
に
な
っ
た
。
市
長
は
道
義
的
責
任

と
い
う
が
、
誰
も
経
営
責
任
、
結
果
責

任
を
取
っ
て
い
な
い
が
ど
う
思
う
か
。

答 

社
長
と
は
再
三
に
わ
た
り
、
経
営

改
善
の
た
め
の
や
り
取
り
を
行
っ
て
き

た
が
、収
支
の
回
復
に
至
ら
な
か
っ
た
。

貸
付
金
の
返
済
を
受
け
ら
れ
な
い
状
況

に
至
っ
た
こ
と
に
対
し
、
市
長
が
市
民

の
皆
様
に
見
え
る
形
で
減
給
と
い
う
道

義
的
責
任
を
取
る
判
断
を
し
た
。

◆
狙
半
内
線
道
路
舗
装
に
つ
い
て
の
陳
情

　
審
査
に
先
立
ち
、
陳
情
箇
所
を
視
察

し
、
関
係
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　
審
査
で
は
、願
意
は
妥
当
と
思
う
が
、

一
定
の
ル
ー
ル
の
中
で
対
応
す
べ
き
で

あ
り
、
地
域
局
に
は
地
域
住
民
と
話
し

合
い
、
優
先
順
位
や
工
法
に
つ
い
て
丁

寧
な
説
明
を
お
願
い
し
た
い
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　
採
決
の
結
果
、
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

（
菅
原
　
亀
代
嗣
）

髙 橋 和 樹・青 山 　 豊・山 形 健 二・寿松木　孝・立身万千子・木 村 清 貴・小 野 正 伸・佐 藤 清 春厚生常任委員菅 原 正 志・本 間 利 博・奥 山 豊 和・播 磨 博 一・鈴 木 勝 雄・菅原亀代嗣・佐 藤 誠 洋・佐 藤 忠 久産業建設常任委員

委員会審査報告 委員会審査報告

更新する除雪ドーザと同型の11t 級ドーザ

9 8

西部斎場についての
附帯決議（案）を可決

増田町
 物産流通センターへの
貸付金5600万円放棄

厚生常任委員会産業建設常任委員会

作る人の顔が見える和光保育園内の厨房

企業主導型保育事業「みんなのみらい よこて卸町園」を視察陳情のあった市道「狙半内線」の道路状況を視察

横手市議会ホームページ厚生常任委員会の
ページがご覧いただけます

横手市議会ホームページ産業建設常任委員会の
ページがご覧いただけます
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菅 原 惠 悦・加 藤 勝 義・大日向香輝・髙 𣘺 聖 悟・塩 田 　 勉・佐々木喜一・遠 藤 忠 裕・土田百合子総務文教常任委員

市長給与減額
条例改正案　可決

委員会審査報告
総務文教常任委員会

ぎかいトピックス

　地区会議との共催により、例年７月中に
開催している議会報告会・意見交換会を、
今年度は、10月15日から 26日の期間で
開催いたします。地域の課題、市政や議会
に対するご意見など、議員と一緒にお話し
しましょう。

昨年の議会報告会の様子（山内地域局）

議会報告会・意見交換会は
10月に開催!!

全国市議会議長会表彰

　市議会議員として長年にわたり地方自
治の振興に尽力された功績により、７名
の議員が全国市議会議長会から表彰され
ました。
　表彰された議員は、次の皆さんです。

（敬称略）

齋藤光司、寿松木孝、播磨博一、
鈴木勝雄、立身万千子、塩田勉

遠藤忠裕

◆議員勤続15年以上

◆議員勤続10年以上
（左から）齋藤光司議長、寿松木孝議員、鈴木勝雄議員、立身万千子議員、
　　　　 塩田勉議員、播磨博一議員、遠藤忠裕議員

◆
市

※

長
の
給
与
を
減
額
す
る
条
例
改
正

に
つ
い
て

問 

市
は
先
の
大
雄
振
興
公
社
解
散
の

際
に
、
公
的
資
金
の
投
入
は
し
な
い
と

発
言
し
て
い
た
が
、
今
回
、
清
算
の
た

め
に
支
出
を
し
た
。
条
例
改
正
案
は
そ

の
部
分
の
責
任
と
い
う
給
与
10
％
３
ヵ

月
分
の
削
減
だ
が
、
本
質
は
不
安
定
な

発
言
が
問
題
だ
と
考
え
る
が
。

答 

公
費
の
投
入
に
つ
い
て
の
責
任
は

重
く
受
け
と
め
て
い
る
。
最
高
責
任
者

と
し
て
道
義
的
責
任
を
負
う
べ
き
と
の

考
え
で
こ
の
案
を
提
出
し
た
。

◆
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分
に
つ
い
て

問 

昨
年
の
大
雨
に
よ
り
激
甚
災
害
に

指
定
さ
れ
、
歳
入
に
つ
い
て
、
ど
れ
く

ら
い
影
響
が
あ
っ
た
の
か
。

答 

農
地
等
の
災
害
復
旧
関
係
と
し
て

国
の
交
付
率
が
上
が
り
、
通
常
50
％
の

と
こ
ろ
92
・
５
％
、
農
業
用
施
設
は
65

％
の
と
こ
ろ
96
・
８
％
で
あ
る
。

◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

問 

廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
備
品
を
移

し
て
使
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
廃
校

の
各
種
備
品
の
台
帳
整
備
は
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答 

廃
校
の
備
品
は
解
体
前
に
確
認
し
、

不
用
で
あ
れ
ば
同
時
に
処
分
す
る
。
解

体
が
決
ま
っ
て
な
い
校
舎
等
に
は
ま
だ

備
品
が
あ
る
が
、
教
育
委
員
会
か
ら
の

報
告
を
基
に
財
産
経
営
課
が
管
理
し
て

い
る
。

問 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
37
台
に
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
す
る
が
、
事
故
や

道
路
状
況
等
の
情
報
が
わ
か
る
よ
う
に

デ
ー
タ
を
保
存
、活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

答 

ど
の
よ
う
に
デ
ー
タ
を
保
管
し
、

活
用
す
る
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
横
手
市
公
文
書
館
に
つ
い
て
の
陳
情

　
民
間
の
古
文
書
や
古
記
録
等
を
公
文

書
管
理
業
務
に
追
加
す
る
こ
と
と
、
専

門
職
員
の
配
置
を
求
め
る
等
の
趣
旨
で

あ
る
。
歴
史
的
文
献
の
保
存
等
は
重
要

事
案
で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
扱
い
や
人

事
要
望
は
、
市
全
体
の
協
議
が
必
要
と

判
断
し
た
。

　
採
決
に
よ
り
、
継
続
審
査
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

◆
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
の
大
規
模
改

修
工
事
に
係
る
工
事
費
用
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
の
陳
情
（
狙
半
内
地
区
）

　
組
合
の
現
況
に
よ
り
維
持
管
理
運
営

が
厳
し
い
の
は
理
解
す
る
が
、
多
数
の

組
合
が
市
内
に
あ
る
こ
と
、
潜
在
的
な

改
修
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
財
政
的
見
地
か
ら
可
能
か
ど
う

か
政
策
的
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

　
採
決
に
よ
り
、
継
続
審
査
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

◆
山
内
ス
キ
ー
場
継
続
維
持
に
つ
い
て

の
陳
情

　
当
該
ス
キ
ー
場
は
、
解
体
執
行
目
前

で
あ
る
が
故
に
採
択
は
難
し
い
。
地
域

住
民
と
行
政
と
の
意
思
疎
通
が
薄
く
感

じ
る
。
こ
う
い
っ
た
声
は
重
く
受
け
と

め
る
が
、
な
お
一
層
の
説
明
す
る
時
間

を
作
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
採
決
に
よ
り
、
継
続
審
査
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

（
髙
𣘺
　
聖
悟
）

大雨災害復旧現場（八沢木地区）

土砂崩れの現場を視察（八沢木地区）

※正式名称…横手市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

横手市議会ホームページ総務文教常任委員会の
ページがご覧いただけます

～田村婦人会の皆様、ありがとうございました～

議場へようこそ
　６月21日（木）に田村婦人会（大雄）の皆様
が議場を見学にいらっしゃいました。広報広聴委
員会広報分科会の議会だより編集作業の様子もご
覧いただきました。
　田村婦人会の皆様からいただいた見学の感想や
市政、市議会に対するご意見の一部を紹介します。

採決では会派とし
ての考え方もある
と思うが、個人個
人の考えをもっと
知りたいです。

合併してから、
議員が遠い存
在に感じてい
ます。

大雄地域の公共施設は古
いものが多く、婦人会活
動がしにくいです。今あ
る施設をもっと使いやす
くしてほしいです。

議会だよりは、正直今ま
でよく見ていませんでし
た。編集会議を見学して、
こんなに手が込んである
んだと知りました。

議場は、議員席と
市長側の距離が近
く、緊張感が伝わ
りました。
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議会の主な動き
議会の主な動き

　６月13日（水）に横手南中学校で開催された横手市
総合体育大会に向けた激励応援の様子

（撮影：加藤勝義 委員）

表紙の写真

　私たち横手南中学校は、今年度山内中学校
との統合があり、新たな仲間と新しいスター
トを切りました。
　「共進共躍 ～ New Start For Us ～」の
生徒会テーマのもと、本校生徒会で行ってい
る二つの取り組みについて紹介します。
　まず、南中宣言を見直しました。山内中生
との壁を無くせるよう、『認め合い』『磨き合
い』『つながり合い』を胸に、一人ひとりが
端正な南中生という自覚をもって行動してい
ます。
　また、各学級で交通安全宣言を決めました。
今年度は、「自転車安全利用モデル校」の指
定をいただき、全校が一丸となって取り組ん
でいます。これと並行して、昨年度のＹ８サ
ミットで提案した交通安全運動への参加も企
画しています。
　先輩方から受け継いだ伝統を守り続けると
ともに、校訓「雨洗風磨」のもと、全校生徒
が爽やかな学校生活を送れるよう、生徒会活
動を活発にしていきたいと思います。また、
地域の人との交流の輪を深められるよう、よ
りたくさんのあいさつをしていきたいです。

ワイエイト

横手南中学校生徒会企画部

横手南中学校生徒会企画部の皆さん

1vol.
共進共躍 ～ New Start For Us ～

編 集 後 記
　　　　　　　　　　　夏至も過ぎ、１年の半分を過ご
してしまいました。刻の流れの早晩は人それぞれの感覚
だと思いますが、早いと感じてしまうのは年齢のせいだ
けなのでしょうか。
　さて本号も最後までお目通しいただきありがとうござ
います。気付いた方も多いと思いますが紙面のリニュー
アルをしました。ご感想をお寄せいただきたいと思いま
す。（播磨　博一）

❖広報広聴委員会広報分科会❖
分 科 会 長　奥山　豊和　副分科会長　山形　健二
委　　　員　加藤　勝義　委　　　員　播磨　博一
委　　　員　髙𣘺　聖悟　委　　　員　土田百合子

３日
15日

16日
18日
20日
23日
24日
25日

ＦＭ番組収録
議員特別研修報告会

ＦＭ番組収録
議会運営委員会、タブレット端末操作研修会
産業建設常任委員会協議会
広報広聴委員会広聴分科会
日立市議会行政視察受け入れ
全員協議会（行政課題説明会）、
広報広聴委員会広報分科会

４月

８日
９日
10日
16日
18日
21日
22日
24日
29日

30日

ＦＭ番組収録
全国自治体病院経営都市議会定期総会
総務文教常任委員会協議会
議会改革推進会議、議会運営委員会
厚生常任委員会協議会
ＦＭ番組収録
産業建設常任委員会協議会、ＦＭ番組収録
市議会災害連絡訓練
正副委員長会議、全員協議会、議会運営委員会、
広報広聴委員会広報分科会
全国市議会議長会定期総会、
チャレンジデーの取り組みに参加

５月

１日

４日
７日
11日
12日
18日
20日
21日
26日
28日
29日

遠野市議会広聴広報常任委員会行政視察受け入れ、
スマートインターチェンジ整備促進議員連盟で
横手北インターチェンジ工事箇所を視察

市議会６月定例議会（～20日）、議会運営委員会
広報広聴委員会広報分科会
議会運営委員会、広報広聴委員会広聴分科会
議員懇談会、全員協議会、議会改革推進会議
正副委員長会議、議会運営委員会
全員協議会、タブレット端末活用推進会議
広報広聴委員会広報分科会、ＦＭ番組収録
広報広聴委員会広報分科会
広報広聴委員会広報分科会
総務文教常任委員会協議会

６月


